
11月 29日（土）、冬の訪れを感じさせる天候の中、体
育祭を学年別に開催しました。保護者の皆様には、温かな
声援とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。生徒
たちの笑顔と真剣な姿があふれる一日となり、改めて学
校行事の大切さを感じました。 
当日は昨年同日より気温が５℃低く、風も強い中でした
が、多くの保護者の皆様の声援を受け、生徒たちは「いつ
もより一段ギアを上げて頑張ろう」とする姿を見せてくれ
ました。その背景には日常の親子関係の良好さがあると
感じ、非常に嬉しく思いました。 

なぜ体育祭を晩秋に？ 
近年、特にコロナ禍以降、学校を取り巻く環境は大きく
変化しています。 
・春から秋まで続く猛暑 
・物価高騰による経済的負担 
・感染症流行の時期の変化 
・入試制度の変更 
・教員不足と働き方改革 
こうした要因により、従来通りの時期や内容で行事を実
施することが難しくなっています。安全面や教育効果を考
え、今年は晩秋に学年別で開催する判断をしました。  

「理想の過去」との違和感 
保護者や教員の皆様には、かつての「理想の学校行事」
のイメージがあると思います。そのため、現在の取り組み
に違和感を覚えることもあるでしょう。しかし、変革期には
混乱が伴うものです。本校では、生徒たちの安全と学びを
最優先に、柔軟な対応を続けています。 

本校の改革とその背景 
コロナ禍以降、本校では次のような改革に取り組んで
きました。 
・ICT機器を活用した授業 
・定期テスト中心の評価（定点）からポートフォリオ中心
の評価（過程）への転換 
・固定担任制からチームUp担任制への移行 
その都度、疑問の声も寄せられました。 
「授業は黒板をノートに書き写すもの。ICT ではコミュ
ニケーションできないのでは？」 
「定期テストがないと勉強しなくなるのでは？」 
「担任が複数だと誰に相談すればいいの？」 
こうした声は、過去の理想とのギャップから生まれる「違
和感」だと思います。しかし、批判が高まることはありませ
んでした。なぜなら、改革の目的や効果を丁寧に説明し、

正論であると理解していただけたからです。保護者の皆
様が「違和感」を乗り越え、支援に回ってくださることに、
私たちは大きな安心感を抱いています。  

生徒たちは前向きです 
驚くべきことに、多くの生徒たちは「違和感」すら感じて
いません。変化の激しい時代に順応し、目標を見据えて主
体的に考え、日々の学校生活を実践しています。新しい時
代を生きる生徒たちは、常に前向きです。 
大阪・関西万博のキャラクター「ミャクミャク」を覚えてい
るでしょうか？登場した当初は「なんだか気持ち悪い」「理
解できない」という声もありました。ところが、万博が進む
につれ「かわいい」「愛着がわく」と人気者になりました。
公式キャラクターの販売は今年度いっぱい続くとのことで
す。最初の「違和感」が、時間とともに親しみに変わったの
です。学校の新しい取組も、これと同じだと感じます。 

ちょっとだけ広がりつつあります 
コロナ禍に始まったＩＣＴ機器の活用については、新座
市はもはや全国的にみても先進市の一つです。コロナ禍
における未曾有の課題にいち早く取り組んだ結果です。 
また、昨年度の本校と同じように、定期テストを実施しな
い学校、複数担任制（本校では「チームUp担任制」）を導
入する学校も徐々に広がりつつあります。理由は簡単です。
学校を取り巻く社会的環境はどこの学校も同じで、抱える
課題も似ているからです。新たな取組は「理想の過去」と
の違和感を生じさせ、批判の的となりやすいので、躊躇す
るものです。本校も、西日本で盛んになってきた取組を参
考に始めましたが、県内公立中では初めてであったため、
違和感を乗り越える必要はありました。取組に踏み切った
学校があるとなれば、追随しやすくなるのは当然です。 
昨年度は、多くの問い合わせがあり、実際に今年度から
導入した中学校がありました。先月１１月には、県内のとあ
る中核市から招聘があり、市教職員研修会で山中教頭が
本校の取組を発表する、という機会がありました。導入に
関する問い合わせが相次いでおり、次年度はさらに多く
の学校が導入に踏み切るのではないかと思われます。 

共に育てる視点を 
変革の最初は戸惑いや不安があるかもしれません。し
かし、「過去の理想」にしがみついていては、課題は先送り
されるだけです。勇気をもって踏み出す一歩が、生徒たち
の未来を広げるきっかけになります。これからも、保護者
の皆様と共に、生徒たちの成長を支える学校づくりを進め
てまいります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

体育祭を終えて－これからの学校づくりについて－ 
校 長  小 関  直 

第二中学校だより 
Ｒ7ミッション「Two-Wayコミュニケーションによる教育活動」 

令和７年１２月号 
二中HP 

〇教員の超過勤務の実態 ※法令上、超過勤務は、月４５時間、年間３６０時間（月平均３０時間）までと定められています。 

服務監督違反となる１０月の実態：４５時間越え１５名【内、８０時間（過労死ライン）越え０名、１００時間（〃〃）越え０名】（１０月比－３） 

１ ０ 月の平均超過勤務時間：３１時間２７分（１０月比－２時間０４分）  ※今後、８０時間を超えた教員の時間外勤務は抑制されます。 

〇いじめの認知件数 ※法律では、いじめを「心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であっ
て、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているもの」と定義しています。 

４月１３件、５月１３件、６月１８件、７月５件、８月０件、９月１４件、１０月１９件、１１月１３件 累計：９５件 
※「なりすまし」による SNS 等への投稿、出所不明の DM に対する感情的な対応など、あいかわらずスマホ等ネットを介したトラブルが多く報告され

ています。これまでに学校で注意喚起した内容ばかりです。家庭における使用状況の確認はもはや必須で、保護者の管理責任が問われています。

「え、そんなことで」「子供のしたことなのに」では通用しない社会通念に変化しています。 



12/1 月 振替休業日 
2 火 ５時間授業(月 12345) 
3 水 ５時間授業(水 12345),PTA環境係作業日 

4 木 
５時間授業(木 12345),1年スキー教室保護者会, 
１年 4時間授業(給食後 13:30下校) 

5 金 
３年おはなしの雫,若葉学級ｽﾎﾟｰﾂ交流大会, 
学年内学力調査候補日,３年５時間(14:40下校) 

6 土  
7 日  
8 月  

9 火 
１,２年６時間授業(火 123465) 
３年５時間授業(火 12346,14:30下校) 

10 水 ５時間日課(水 65342),３年:三者面談① 
11 木 ５時間日課(木 12356),３年:三者面談② 

12 金 
２年＆若葉おはなしの雫 
５時間日課(金 65341),３年:三者面談③ 

13 土  
14 日  
15 月  
16 火 ５時間日課(火 12345) 
17 水  
18 木 ５時間日課(木 12345) 
19 金 １年おはなしの雫 
20 土  
21 日  
22 月 ２学期給食最終日,第 9回専門委員会 
23 火 ３時間日課(学活・集会・大掃除)給食なし 
24 水 ２学期終業式,ふれあいデー※部活動なし 
12/25(木)～1/7(水)冬季休業日 
12/29(月)～ 1/2(金)休日（学校閉庁日） 

 
１月の主な学校行事 

1(木)元日 
2(金)休日（学校閉庁日） 
8(木)第３学期始業式 
9(金)１年おはなしの雫,３学期給食開始,３年校長会テスト 

12(月)祝日・成人の日 
13(火)５時間授業(火 12456) 
14(水)５時間授業(水 65341),第 10回専門委員会,第 4回学校運営協議会 
16(金)職員研修のため特別日課,給食後 12:55下校 
20(火)１年４時間授業(給食後下校),１年スキー教室前日集会 
21(水)～23(金)１年スキー教室 
22(木)新入生保護者説明会, 
22(水)３年私立入試集中日①(学年内３時間) 
23(金)２年＆若葉おはなしの雫,３年私立入試集中日②(学年内３時間) 
26(月)１年２時間遅れ登校,ふれあいデー※部活動なし,第４回 PTA理事会 
27(火)３年県公立入学者選抜インターネット出願入力開始 
28(水)５時間授業(水 12345),２年校外学習前日集会 
29(木)２年校外学習 
30(金)３年おはなしの雫,５時間授業(金 65342),３年進路面談① 
※予定は変更となる場合もあります。予めご了承ください。 

 

 
【新人体育大会兼第 38回県民総合ｽﾎﾟｰﾂ大会埼玉県大会】 
〔ソフトボール〕ベスト８ 
〔男子バスケットボール〕初戦惜敗 
〔男子ソフトテニス〕個人 小池悠貴(2-8)・熊木雄琉(2-5)ペア ベスト１６ 
〔男子ソフトテニス〕個人 島田康大(2-5)・髙橋路歩(2-3)ペア ３回戦惜敗 
〔男子ソフトテニス〕団体 ベスト８（第５位） 
〔男子卓球〕団体 準優勝 
    個人ｼﾝｸﾞﾙｽ 中川大樹(2-8) ベスト８ 

個人ｼﾝｸﾞﾙｽ 東海林佑希(2-6)ベスト１６ 
個人ｼﾝｸﾞﾙｽ 小林慶雲(2-2) ３回戦惜敗 

    個人ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 酒上由希斗(2-1)相原翔明(1-8) 準優勝 
〔女子卓球〕団体 ベスト８ 
〔女子卓球〕個人ｼﾝｸﾞﾙｽ 田邊ひかる(1-2)ベスト１６ 
〔女子卓球〕個人ｼﾝｸﾞﾙｽ 伊藤綾南(1-1)  ２回戦惜敗 
〔女子卓球〕個人ｼﾝｸﾞﾙｽ 繁昌千晴(2-7) １回戦惜敗 
〔男子剣道〕団体 第５位 
〔男子剣道〕個人 山本大暉(2-3)  第３位 
〔男子剣道〕個人 山本真大(2-2)  ３回戦惜敗 
〔男子剣道〕個人 佐々木考輔(2-5) ３回戦惜敗 
〔女子剣道〕個人 相川音羽(2-6)   ３回戦惜敗 
〔陸上競技〕100m 走 近藤さくら(1-3) 予選惜敗 
〔陸上競技〕100m 走 齊藤莉音(1-8)  予選惜敗 
〔陸上競技〕200m 走 池田穂花(2-6)  予選惜敗 
〔陸上競技〕800m 走 金子明莉(2-1)  予選惜敗 
〔陸上競技〕800m 走 小林祐太(2-4)  予選惜敗 
〔陸上競技〕1500m走 神成萌花(1-2)  予選惜敗 
〔陸上競技〕四種競技 小田中巴花(2-5) 第４位 
〔硬式ﾃﾆｽ〕個人ｼﾝｸﾞﾙｽ  稲葉優羽(1-3) 第３位 
〔水泳〕50m自由形  押田登瑠(1-42)  第４位 
    100m 自由形  安藤日向葵(1-3)予選惜敗 
〔体操競技〕個人 安藤汐莉(1-4)  第９位 

 
 
11/5(水)２年生 11/12(水)３年生 性に関する講演会 
 
 
 
 
 
 
 
11/21(金)２年生 11/12(水)１年生 おはなしの雫 
 
 
 
 
 
 
 
11/29(土)第５５回体育祭 
 
 
 
 
 
 
 

新座二中キャッチフレーズ 
明るいあいさつ 光る汗 きれいな学校 きれいな心 

二中生の活躍 ～新人戦県大会～ 

１１月の学校生活の様子 

学級の仲間と応援し合い、励まし合いながら、 

全員リレーと大繩跳びに全力で取り組みました。 


